
 

青城こども園だより 
<教育目標>心やさしく たくましい子 
<重点目標 >夢中になって遊ぶ子 令和 8 年５月２５日 

5 月の元気っこタイムでは、職員による「金太郎」の劇を見
ました。金太郎が、山に住む動物たちと関わりながら、たくま
しい心、やさしい心、考える心を手に入れるお話でした。青城
こども園が目指す子ども像を子ども達にも分かりやすく伝えら
れたと思います。 

「探求的な学び」ってどんなこと？ 
子ども達はいろいろな遊びの中で、毎日、たくさんの「何で？」「やってみたい！」に出会

っています。当園で大切にしている「探求的な学び」とは、                
子ども達から生まれたつぶやきや好奇心を出発点にした学びのことです。 

子ども達は気付いたことを試し、考え、またやってみます。うまくいかなくても、そこからまた新
しい発見が生まれます。私たち保育者は、すぐ答えを教えるのではなく、「どう思う？」「どうすれば
いいかな？」と一緒に考えたり、「なるほど」と共感したり、「やってみようか」と背中を押したり
と、思いに寄り添いながら子ども達の考える時間を大切にしています。 

幼児期は“知識で覚える”時期というよりも、自分で感じ、考え、心を動かす経験を重ねる時期で
す。夢中になって遊ぶ時間の中に、実はたくさんの学びが育っています。 

 

 こうした力がこれからの学びの土台となってきます。 

子ども達の「なぜ？」「やってみたい！」大切にしながら、一人ひとりの育ちを温かく見守ってい
きたいと思います。ご家庭でも、ぜひお子さんの「今日ね、こんなことやったよ」というお話を
聞いてみてください。 

 友達と伝え合う力 あきらめずに試す力 考える力 発見する喜び 

あきらめずに何

回も熊に相撲を

挑んだ金太郎。

たくましい心を

ゲット！！ 

 




